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口
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い
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近
世
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人
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に
つ
い
て本

庄
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治

郎

l

徳
川
時
代
の
人
口
に
つ
い
て
は
軌
に
巌

"
之
な
論
じ
た
が
､

嘩

一三
の
地
方
的
事
例
に
つ
い
て
~
そ
れ
を
禰
記
し
た
い
と
思

ふ
｡徳

川
時
代
後
半
の
人
口
が

7
殻
に
静
止
停
滞
の
状
態
を
皇
し

た
こ
と
は
'
既
に

7
般
に
認
め
ら
る
る
慮
で
あ
る
が
t

i
囲
i

地
方
の
人
口
に
つ
い
て
は
'
そ
の
事
情
必
や
し
も
同
株
に
あ
ら

ず
'
人
口
の
埠
加
を
見
た
る
地
方
も
あ
り
減
少
せ
る
魔
も
あ
っ

た
O

そ
の

一
例
は
既
に
述
べ
た
虞
で
あ
る
が
､侍
鳥
羽
氏
の
｢
江

nTT

戸
時
代
に
於
け
る
農
村
人
口
の
槍
減
の

l
二
例
｣
に
示
さ
れ
た

ち
虚
に
よ
れ
ば
'
岡
山
腰
和
束
郡
寒
河
村
に
於
て
は
六
八
年
間

に
二
八
九
人
の
骨
加
で

7
年
卒
均
四
･二
五
の
槍
加
で
あ
り
､南

開
僻
宗
像
郡
池
田
村
の
例
に
於
て
は
七
二
尋

問
に
六
四
人
の
聴

第
三
十
l
巷

四
三
八

第
三
鋸

≡
'10

加
､

1
年
平
均
〇
･八
七
の

滑
加
で
あ
っ
て
'両
者
と
も
比
較
的

良

好
な
る
自
然
的
状
態
の
下
に
在
り
な
が
ら
人
口
の
埠
加
率
は

極
め
て
少
な
か
つ
た
こ
と
が
明
か
で
あ
る
｡
地
方
的
人
口
の
長

期
に
亘
れ
る
詳
細
な
る
記
錦
は
割
合
に
少
い
や
-
で
あ
る
が
'

｢
養
老
郡
志
｣
(岐
阜
願
)
に
は
各
町
村
の
人
口
が
掲
載
さ
れ
て
な

り
､
殊
に
そ
の
二
三
の
も
の
は
長
期
に
亘
っ
て
詳
細
な
る
計
数

が
摘
け
ち
れ
て
ゐ
あ
｡
そ
れ
等
の
赦
浮
に
つ
い
て
人
口
の
噛
減

其
他
を
見
る
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次
の
如
-
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あ
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世
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得
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此
場
合
に
は
兵
事
二
年
(
〓
ハ
八
五
年
)よ
り
明
指
元
年

二

八
六
八
年
)
ま
で
百
八
十
四
年
間
に
百
四
十
九
人
の
せ
加
で
あ

る
｡
然
し
享
保
六
年
以
後
の
数
字
に
故
す
れ
ば
百
四
十
八
年
間

に
十
八
人
の
埠
加
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
､
埠
減
常
な
き
に

反
し
､
貞
享
二
年
よ
り
正
徳
四
年
ま
で
二
十
九
年
間
に
百
十
五

人
の
槍
加
で
あ
り
､
両
も
そ
れ
は
噂
加

一
方
の
状
勢
に
在
る
｡

即
ち
こ
の
場
合
に
於
て
も
徳
川
時
代
前
半
に
於
て
人
口
噂
加
の

著
し
-
後
年
に
於
て
静
止
の
状
態
と
な
り
し
こ
と
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明
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で
あ
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右
は
元
赫
七
年
二

六
九
四
年
)
よ
り
文
久
三
年

二
八
六
三

年
)
に
至
る
ま
で
百
七
十
年
間
に
三
十
七
人
の
減
少
を
示
し
て

ゐ
る
｡此
場
合
に
も
元
疎
年
間
の
人
口
は
骨
加
の

一
方
で
あ
る
｡

天
明
以
後
は
増
減
常
な
き
如
-
で
あ
り
､
天
明
八
年
に
は
元
藤

以
上
の
二
九
四
人
を
算
L
t
之
と
寛
政
十
年
と
を
此
す
れ
ば
百

人
の
減
少
で
あ
る
o
其
後
人
口
槍
加
し
文
政
年
間
に
は
元
赫
年
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間
の
人
口
数
と
同
株
と
な
り
､
天
保
以
後
大
腰
減
少
の
傾
を
示

し
て
居
る
C
戸
数
の
関
係
か
ら
見
れ
ば
元
赫
時
代
は
三
十
二
三

戸
で
二
百
八
九
十
人
の
人
口
を
有
せ
し
も
の
が
'
其
後
は
戸
数

は
倍
加
し
て
'
人
口
は
元
線
時
代
と
略
同
様
若
-
は
そ
れ
よ
り

も
著
し
-
減
少
せ
る
結
果
と
な
っ
て
居
る
｡
要
す
る
に
こ
の
場

合
は
前
二
例
に
比
し
て
甚
だ
不
規
則
で
あ
る
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次
に
島
根
願
飯
石
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